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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

第
１
回　

９
月
３
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時　

　

内
容　

初
・
再
診
料
、
医
学
管
理
、
在
宅

第
２
回　

９
月
10
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容　

検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手
術

第
３
回　

９
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時　

　

内
容　

歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
無
料

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
６
年
４
月
版
）』
を

テ
キ
ス
ト
と
し
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

集
合　

Ｊ
Ｒ
「
三
田
」
駅
改
札
前
に
午
前
11
時
15
分

会
場　

 

ビ
ー
ル
工
場
か
ら
三
田
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

会
費　

無
料

定
員　

 

20
人
（
当
協
会
会
員
、
会
員
院
所
家
族
・
従
業
員
に

限
る
）
※
要
事
前
申
込
み

神
戸
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学

北
大
阪
地
区

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

小
森
成
氏
（
日
本
歯
科
大
学
附
属
病
院
矯
正
歯
科
教

授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

混
合
歯
列
期
に
お
け
る
早
期
矯
正
治
療
の
適
応
条
件

と
実
際

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

集
合　

近
鉄
大
阪
線
「
安
堂
」
駅
改
札
前
に
午
前
９
時
50
分

会
場　

カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
柏
原
市
太
平
寺
）

会
費　

６
千
円
（
南
河
内
地
区
会
員
３
千
円
）

定
員　

 

20
人
（
当
協
会
会
員
、
会
員
院
所
家
族
・
従
業
員
に

限
る
）
※
要
事
前
申
込
み

カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ
リ
ー
畑
・
工
場
・
町
歩
き
見
学

（
ラ
ン
チ
付
）

南
河
内
地
区

日
時　

９
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

20
人

講
師　

堀
口
正
二
氏
（
協
会
税
理
士
社
労
士
団
・
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
事
例
か
ら
学
ぶ
納
得
の
対
処
法

―
基
本
知
識
か
ら
応
用
ま
で

雇
用
管
理
対
策
講
習
会
③

上
：「
文
楽
」
舞
台
裏
見
学
の
様
子
＝
７
月
31
日
、
国
立
文
楽
劇
場

下
：
余
技
展
の
様
子
＝
７
月
、
薬
業
会
館 　
　
　
　
　
　
　
　
　

▶ 

兵
馬
俑
（
右
か
ら
）
跪
射
俑
／
軍
吏
俑
／
将
軍

俑
／
歩
兵
俑
／
立
射
俑
＝
秦
始
皇
帝
陵
博
物
院

蔵
Ⓒ
陝
西
省
文
物
局
・
陝
西
省
文
物
交
流
中
心

・
秦
始
皇
帝
陵
博
物
院　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲ １号兵馬俑坑（中国・陝西省）＝秦始皇
帝陵博物院蔵Ⓒ陝西省文物局・陝西省文
物交流中心・秦始皇帝陵博物院　　　　

運
動
の
経
験
を
報
告
す
る
参
加
者

＝
６
日
、
広
島
市

　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
「
肥
後

橋
」
駅
か
ら
徒
歩
10
分
。
国

立
国
際
美
術
館
で
特
別
展

「
始
皇
帝
と
大
兵
馬
俑
」
が

２
０
１
６
年
７
月
５
日（
火
）

か
ら
10
月
２
日（
日
）の
日
程

で
、
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

紀
元
前
２
２
１
年
、
史
上

初
め
て
中
国
に
統
一
王
朝
を

立
て
た
秦
の
始
皇
帝
。
そ
の

陵
墓
を
守
護
す
る
永
遠
の
軍

隊
、
兵
馬
俑
。
１
９
７
４

年
、
中
国
陝せ

ん

西せ
い

省し
ょ
うで

井
戸
を

掘
っ
て
い
た
農
民
が
偶
然
見

つ
け
た
と
い
う
話
は
あ
ま
り

に
も
有
名
だ
。
当
時
の
中
国

で
は
、
死
後
の
霊
魂
の
生
活

の
た
め
に
俑（
人
形
）と
と
も

に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

以
前
は
、
皇
帝
が
亡
く
な
る

と
そ
の
配
下
は
殉
死
さ
せ
ら

れ
、
一
緒
に
埋
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
か
ら
恐
ろ
し
い
。

　

始
皇
帝
の
陵
墓
に
は
、
ほ

ぼ
等
身
大
の
俑
が
武
器
や
馬

具
を
身
に
つ
け
、
副
葬
さ
れ

示
し
て
あ
る
。
中
国
の
歴
史

の
深
淵
を
こ
こ
大
阪
で
の
ぞ

き
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
感
慨
深
い
。

　

展
示
は
三
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
第

一
章
「
秦
王

朝
の
軌
跡
―

ノ
ウ
に
緑
の
玉
の
首
飾
り
が

目
を
引
く
。
第
二
章
「
始
皇

帝
の
実
像
―
発
掘
さ
れ
た
帝

都
と
稜
園
」
で
は
、
両
詔
権

と
い
う
重
さ
を
量
る
錘
や
取

水
口
、
Ｌ
字
型
水
道
管
、
水

道
管
と
い
っ
た
水
道
設
備
も

作
っ
た
当
時
の
技
術
の
高
さ

が
伺
え
る
。
第
三
章
「
始
皇

帝
が
夢
見
た
永
遠
の
世
界
―

兵
馬
俑
と
銅
馬
車
」
で
は
、

上
か
ら
「
兵
馬
俑
坑
」
を
見

下
ろ
す
臨
場
感
の
あ
る
展
望

エ
リ
ア
が
あ
る
。
百
戦
錬
磨

の
武
将
の
「
将
軍
俑
」、専
用

の
装
備
を
し
た
「
騎
兵
俑
」、

引
き
締
ま
っ
た
馬
体
の「
軍

周
辺
の
小
国
か
ら
巨
大
帝
国

へ
」
で
は
、
秦
初
期
の
歴
史

を
伝
え
る
鐘
や
王
剣
、
金
剣

鞘
や
天
下
を
統
一
す
る
以
前

の
秦
が
作
っ
た
太
鼓
型
の
石

や
玉
胸
飾
り
と
い
う
赤
い
メ

　

海
上
自
衛
隊
呉
基
地
の
調

査
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

　

呉
市
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
マ

リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
Ｊ
Ｍ

Ｕ
）
の
造
船
所
に
立
ち
寄
っ

　

原
水
爆
禁
止
２
０
１
６
年
世
界
大
会
in
広
島
（
４
〜
６

日
）
に
参
加
し
た
中
西
幹
夫
、
中
村
新
太
郎
両
理
事
に
感

想
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
。

た
。
こ
こ
に
は
戦
艦
大
和
を

建
造
し
た
ド
ッ
ク
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
。
ド
ッ
ク

か
ら
は
国
策
の
あ
や
ま
ち
を

認
め
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦

で
の
日
本
軍
を
美
化
し
、
讃

え
る
姿
勢
を
感
じ
た
。
灰
ヶ

峰
通
信
施
設
か
ら
は
岩
国
基

地
、
呉
基
地
が
一
望
で
き

た
。
呉
軍
港
に
は
10
隻
以
上

の
潜
水
艦
、
日
米
大
型
艦
船

が
停
泊
し
て
お
り
、
異
様
な

存
在
感
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
軍
事
を
推
進
す
る
わ
が
国

の
姿
が
あ
っ
た
。

　

安
倍
政
権
は
今
、
改
憲
に

踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

９
条
の
改
悪
が
な
さ
れ
、
戦

　

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の

扉
を
開
こ
う
と
す
る
新
た
な

動
き
が
生
ま
れ
て
い
る
。核

兵
器
を
禁
止
し
、廃
絶
す
る

条
約
に
つ
い
て
の
実
質
的
な

議
論
が
、
国
連
で
始
ま
っ
た

の
だ
。
第
70
回
国
連
総
会

は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
で

効
果
的
な
法
的
措
置
を
論
議

す
る
作
業
部
会
の
設
置
を
決

定
し
た
。
こ
う
し
た
発
展
を

生
み
出
し
た
根
本
的
な
力

は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
、

残
虐
性
を
訴
え
つ
づ
け
て
き

た
被
爆
者
を
先
頭
と
す
る
世

界
の
反
核
平
和
の
運
動
で
あ

る
。
世
界
の
反
核
平
和
運
動

が
結
集
し
た
２
０
１
５
年
の

核
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議

を
契
機
に
、
核
兵
器
を
禁
止

す
る
法
的
拘
束
力
の
あ
る
措

置
を
求
め
る
流
れ
が
い
っ
そ

う
大
き
く
広
が
っ
て
き
た
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
い
ま
こ

そ
圧
倒
的
な
世
論
を
つ
く
り

だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

会
員
の
思
い
が
こ
も
っ
た

核
兵
器
廃
絶
署
名
を
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
届
け
る
こ
と
が

争
に
な
れ
ば
日
米
軍
は
呉
、

岩
国
か
ら
出
動
す
る
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
む
な
し
い
想
像

が
現
実
に
な
ら
な
い
こ
と
を

願
う
。

去
年
で
き
た
。
こ
の
署
名
の

重
み
を
感
じ
る
広
島
原
水
爆

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
恒
例
の
「
余
技
展
」、

「
文
楽
を
楽
し
む
会
」
を
開

い
た
。

　

23
回
目
を
迎
え
る
「
余
技

展
」
は
薬
業
会
館
で
開
催

（
７
月
20
〜
23
日
）。
14
人

が
絵
画
や
陶
芸
な
ど
21
作
品

を
出
展
し
た
。

　

７
月
31
日
に
開
か
れ
た

「
文
楽
を
楽
し
む
会
」に
は
25

人
が
参
加
し
、
国
立
文
楽
劇

場
で「
五
条
橋
」「
新
編
西
遊

記
」を
観
劇
し
た
。舞
台
終
了

後
に
は
桐
竹
勘
十
郎
氏
に
よ

る
舞
台
裏
見
学
を
行
っ
た
。

禁
止
２
０
１
６
年
世
界
大
会

に
な
っ
た
。

　

医
院
で
す
ぐ
に
使
え
る

「
歯
科
手
話
教
室
・
基
礎
編
」

３
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
が

７
月
23
日
、
保
険
医
会
館
で

開
か
れ
、８
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
東
尾
健
氏
（
歯
科

技
工
士
）
は
、「
言
葉
に
こ

だ
わ
る
と
手
話
は
行
き
詰
ま

る
」
と
助
言
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
お
さ
ら
い
か
ら
始

め
、
受
付
や
診
療
室
、
治
療

内
容
を
中
心
に
、
い
ろ
ん
な

シ
ー
ン
に
対
応
し
た
手
話
を

教
え
た
。

て
い
る
。
そ
の
数
、
な
ん
と

８
千
体
。
陶
で
作
ら
れ
た
軍

団
が
死
し
て
な
お
、
始
皇
帝

を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
特
別
展
に
は
、
中
国

陝
西
省
に
あ
る
俑
を
運
び
展

馬
」、
見
事
な
手
綱
捌
き
の

「
御
者
俑
」、
正
座
す
る
馬
飼

い
の「
馬
丁
俑
」、
弓
の
準
備

・
完
了
の「
立
射
俑
」、鋭
い

眼
光
の
射
手
「
跪
射
俑
」、経

装
備
の
戦
士
「
歩
兵
俑
」、重

装
備
の
「
軍
吏
俑
」、謎
の
巨

漢
「
雑
技
俑
」
と
10
体
が
展

示
さ
れ
、
４
頭
立
て
の
青
銅

で
彩
色
さ
れ
た
銅
馬
で
始
皇

帝
の
馬
車
を
か
た
ど
っ
た
も

の
も
あ
る
。

　

入
場
時
に
音
声
ガ
イ
ド
を

か
り
る
と
タ
レ
ン
ト
の
壇
蜜

さ
ん
が
魅
力
的
な
声
で
案
内

し
て
く
れ
る
。
館
内
は
程
よ

く
涼
し
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
晩
夏
の
お
出
か
け
に
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

 

（
新
聞
部
・
辻
本
勝
）

戦
争
を
省
み
な
い
姿
勢

原
水
禁
世
界
大
会
リ
ポ
ー
ト

署
名
の
重
み
を
感
じ
て

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

中
西
幹
夫
（
東
大
阪
市
）

中
村
新
太
郎
（
富
田
林
市
）

余
技
展
、文
楽
鑑
賞
会
開
く

手
話
教
室

全
３
回
終
了実技指導を受ける参加者

＝７月23日、保険医会館

286

始
皇
帝
と
大ダ

イ

兵ヘ
イ

馬バ

俑ヨ
ウ

国
立
国
際
美
術
館

国
立
国
際
美
術
館


